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IT連携システムが果たす噛域医療の質"
施設経営視点か5の意義と効果
地域医療連携システム「力ルナコネクトJを活用した紹介・逆紹介率の向上

向上と

どと
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関塚氏

要
旨
一
我
が
国
の
未
曽
有
の
少
子
超
高
齢
化
と
急

速
な
人
口
減
少
は
、
都
市
部
と
地
方
で
は
様
相
が

異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
地

域
医
療
構
想
の
充
実
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
確
立
が
待
た
れ
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
は
多
施
設
・
多
職
種
の
「
顔
の
見
え
る
連
携
」

が
基
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
支
え
る
に
は
、
効
率

的
で
効
果
的
な

l
C
T
活
用
が
必
須
で
あ
る
。
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院
は
2
0
0

6
年
よ
り
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
社
の
地
域
医
療
連
携

シ
ス
テ
ム
「
カ
ル
ナ
コ
ネ
ク
ト
」
を
運
用
し
て
い

る
。
基
本
的
に
は
検
査
・
診
療
の
予
約
機
能
と
返

信
機
能
を
持
つ
「
実
益
重
視
」
の
シ
ス
テ
ム
で
、

病
院
と
診
療
所
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
参
加
診
療
所
は
1
6
0
軒
に
達
し
、
紹
介

率
加
%
、
逆
紹
介
1
5
0
%
を
超
え
、
病
院
間
・

介
護
福
祉
問
と
の
連
携
も
進
み
、
連
携
の
輪
は
さ

ら
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

1国立病院機構埼玉病院名誉院長・社会福祉法人和光福祉会理事長

2国立病院機構埼玉病院院長 3副院長 4診療録管理係長
1 2 

関塚永一原彰男
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細田泰雄永田修

は
じ
め
に
|
入
院
収
益
の
卜
リ
レ
ン
マ
・

外
来
収
益
の
ジ
レ
ン
マ

日
本
の
人
口
減
少
は
、
お
お
よ
そ
5
年
間
に
1
0

0
万
人
ず
つ
、
つ
ま
り
和
歌
山
県
が
1
つ
ず
つ
な
く

な
っ
て
い
く
こ
と
に
相
当
す
る
。
そ
の
5
年
間
ず
つ

病
院
の
ベ
ッ
ド
は
1
万
2
0
0
0
床
必
要
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

財
務
省
が

7
対
1
病
床
を

9
万
床
減
ら
す
と
い
う

こ
と
は
、

D
P
C
病
院
そ
れ
ぞ
れ
が
1
病
棟

7
対
ー

で
な
く
な
る
と
い
う
計
算
で
あ
る
。
急
性
期
病
院
は
、

地
域
医
療
構
想
に
臨
み
つ
つ
、
2
0
3
0
年
頃
ま
で

生
き
残
り
の
静
か
な
戦
い
が
続
く
。
毎
年
の
社
会
保

障
費
の
伸
び
に
対
し
て
、
財
務
省
は
凶
年
の
消
費
税

増
税
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
診
療
報
酬
改
定
は
医

療
費
の
削
減
を
目
論
ん
で
い
る
。
病
院
の
医
療
保
険

下
で
の
収
入
は
、
以
下
の
式
で
決
ま
る
。

入
院
収
入
H
平
均
入
院
単
価
×
新
入
院
患
者
数
×
平

均
在
院
日
数

外
来
収
入
H

平
均
外
来
単
価
×
外
来
患
者
数

入
院
・
外
来
と
も
に
診
療
料
増
は
望
め
ず
、
平
均

在
院
日
数
の
短
縮
も
叫
ば
れ
て
お
り
、
理
論
的
に
は

入
外
と
も
に
患
者
を
増
や
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
断
ら
な
い
救
急
の
確
立
と
と
も

に
、
医
療
介
護
に
お
け
る
地
域
連
携
の
強
化
が
必
須

で
あ
る
。
救
急
医
療
の
強
化
は
、
夜
間
を
含
め
ド
ク

タ
ー
や
ナ
l
ス
を
確
保
す
る
必
要
で
あ
る
が
、
働
き

方
改
革
推
進
に
よ
り
病
院
経
営
上
か
な
り
厳
し
い
。

連
携
強
化
は
、
他
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
の
医
療

機
関
か
ら
の
紹
介
患
者
を
増
や
し
、
そ
れ
に
よ
る
紹

介
入
院
患
者
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
よ
り
確
実

な
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
紹
介
を
重
視
す
る
地

域
の
基
幹
病
院
は
、
他
医
療
機
関
が
い
か
に
患
者
を

紹
介
し
や
す
い
環
境
を
整
備
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。

I
C
T
を
活
用
し
た
予
約
シ
ス
テ
ム
「
の
⑥
HNZ〉

。
。
ロ
ロ
ゅ
の
件
(
以
下
カ
ル
ナ
コ
ネ
ク
ト
)
」
は
、

M
時

間
3
6
5
日
い
つ
で
も
予
約
可
能
で
あ
り
、
他
医
療

機
関
か
ら
の
紹
介
業
務
の
効
率
ア
ッ
プ
に
寄
与
す
る

こ
と
で
、
急
性
期
病
院
で
の
新
規
入
院
患
者
の
確
保

に
結
び
つ
く
。

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
介
し
た

相
互
信
頼
関
係
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

地
域
医
療
連
携
に
お
け
る

I
C
T
の
活
用
に
は
、

何
億
円
と
い
う
国
や
都
道
府
県
か
ら
の
補
助
金
を
当

て
に
し
て
、
補
助
金
が
止
ま
る
と
運
営
が
ス
ト
ッ
プ

す
る
と
い
う
よ
う
な
実
現
性
に
乏
し
く
、
採
算
性
と
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継
続
性
が
度
外
視
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
予
約

返
書
シ
ス
テ
ム
か
ら
発
展
し
た
ク
ラ
ウ
ド
型
地
域
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム
「
カ
ル
ナ
コ
ネ
ク
ト
」
は
、

mw
年

地
域
医
療
支
援
病
院
で
あ
る
当
院
と
、
か
か
り
つ
け

医
の
代
表
で
あ
る
周
辺
4
医
師
会
(
朝
霞
地
区
医
師

会
、
東
入
間
医
師
会
、
練
馬
区
医
師
会
、
板
橋
区
医

師
会
)
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
社
と
の
共
同
研
究
で
開
始

し
た
。
検
査
・
診
療
予
約
(
紹
介
)
、
そ
の
後
の
検
査
・

診
療
、
返
書

(
逆
紹
介
と
し
て
の
診
療
情
報
提
供
書
)

と
い
う
収
益
に
結
び
付
く
仕
組
み
が
基
本
で
、
診
療

所
は
無
料
で
も
十
分
採
算
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

約
1
6
0
の
診
療
所
と
の
連
携
実
績
が
あ
り
、
時
年

逆紹介率喧F紹介率

年度

図1 カルナコネク卜導入後の紹介率・逆紹介率向上
カルナコネクトの幾つもの進化により、 2016年の紹介率82.4%・逆紹介
150.6%と相互信頼関係も向上した

iPadで‘予約・結果説明電話・FAX不要

× × 、
24時間365日

度
の
紹
介
率
的
ω
・
4
%
・
逆
紹
介
1
5
0
・
6
%
と

前
代
未
聞
の
数
字
を
導
き
、
画
期
的
な
相
互
信
頼
関

係
を
確
立
し
て
き
た
(
図
1
)
。

同
シ
ス
テ
ム
は
「
収
益
」
に
直
結
す
る
仕
組
み
が

組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、

言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
そ
の

原
点
は
「
現
場
目
線
で
便
利
な
」
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

(図
2
)
。
そ
の

1
例
が
、
検
査
・
診
療
予
約
お
よ
び

返
書
機
能
で
あ
る
。
診
療
所
に
と
っ
て
は
、
埼
玉
病

院
の

M
R
I
・
M
D
C
T
・
超
音
波
等
の
画
像
診
断

や
内
視
鏡
検
査
等
を
予
約
す
る
際
、
診
察
室
で
患
者

の
目
の
前
で
電
話
を
か
け
て
担
当
者
を
呼
び
出
し
て

日
程
を
調
整
し
、
紹
介
状
を
用
意
し
、
カ
ル
テ
を
作

成
し
:
・
と
い
っ
た
手
聞
が
一
切
不
要
で
、
全
て
パ
ソ

仮カルテが用意され、待ち時間短縮。病院へ行くのが1回で済む

× 
力ルナコネクトでCT結果報告

2回目結果報告受診

.。••••• ••••• ••••• ••••• 
・・・・圃

••••• 

1回目検査受診

CT揖影

図2 現場目線の便利で効果的なシステム
24時間 365日いつでも予約可能で、電話や FAXでの煩わしさはなく、診
療所ではクラークや看護師が受付で予約や説明もできる。患者は仮カルテが
できているので、病院へは 1回行くだけで済む

コ
ン
の
画
面
上
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。
病
院
側

も
問
診
、
レ
ポ
ー
ト
・
画
像
を

C
D
に
焼
い
て
送
付

す
る
と
い
う
煩
わ
し
く
時
間
の
か
か
る
手
間
も
な

く
、
全
て
を
シ
ス
テ
ム
上
で
診
療
所
と
共
有
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
凶
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
よ
り
病
院
と
診
療
所
双
方
に
電
子
加
算
と
い
う

形
で
評
価
さ
れ
た
。

中
に
は
、
年
間
1
5
0
0
件
を
超
え
る
検
査
予
約

を
入
れ
る
「
ヘ
ビ
l
ユ
ー
ザ
ー
」
の
診
療
所
も
あ
る

(図
3
)
。
診
療
所
に
と
っ
て
は
「
病
院
の
検
査
機
能

を
あ
た
か
も
自
院
の
設
備
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
」

構
図
だ
が
、
病
院
に
と
っ
て
は
検
査
機
器
の
患
者
を

紹
介
し
て
く
れ
る
「
窓
口
機
能
」
を
地
域
の
診
療
所

骨密度.MRI -心臓CT.CT 

各診療圃栄養指導園内視鏡-腹部エコー，I)ヱコー
(件)
1，800 

1，400 

1，200 
利
用 1，000

件 800

数
600 

400 

1，600 

200 

28年度

年度

図3 近くのヘビーユーザー診療所の例
年間 1500件以上の診療・検査予約をしてくださるヘビーユーザー。毎日 5
，..._， 10件紹介をいただ、いていることになる

27年度26年度25年度

。

2017年12月号療医新( 77) 



今、評判のIT連携システムの実力を知る〈特集 〉

(施設)
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図4 連携医療施設数と診療・検査予約件数の推移
連携診療所・病院は 160施設を超え、平成 19年度と比較して、診療予約は
3倍、検査予約は 2.3倍に増加している

。

油
連携診療所

圃医.iJHi~

1iiC"~]3 

C@尽閉会事市
診療所端末

が
果
た
し
て
く
れ
る
と
い
う
、
文
字
通
り
の
「
W

i

n
-
w
i
n
」
の
関
係
が
で
き
て
い
る
。

1
つ
の
施

設
で
、
こ
の
叩
年
間
で
診
療
・
検
査
予
約
件
数
の

3

倍
増
は
、

C

T
・
M
R
I
を
含
め
た
検
査
や
診
療
を

介
し
て
地
域
医
療
の
質
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と

い
ぶ
ん
る
。

双
方
の
便
利
さ
以
上
に
効
果
が
現
れ
る
の
が
、
検

査
機
器
の

「
稼
働
件
数
」
で
あ
る
。
現
在
、
埼
玉
病

院
の
放
射
線
機
器
、
超
音
波
、
内
視
鏡
な
ど
の
カ
ル

ナ
コ
ネ
ク
ト
経
由
の
紹
介
予
約
は
年
間
で
約
6
0
0

0
件
だ
が
、
こ
れ
は

5
年
前
に
比
べ
て

1
0
0
0
件

以
上
増
え
て
い
る
(
図
4
)
。
そ
の
予
約
経
路
を
見
る

と
、
電
話
が
9
%
、
病
院
窓
口
で
の
直
接
予
約
が
幻

VPN 

司
C@RNA 
ISA 

~.翠!l[]・
文書管理 εZ軍D~
DB tm翠翠I!>
一 ‘蛮m・ など
業務支媛 ・I.'!泊iV::t，1fóJ~='t是主'

DB ・ー謂t主主凶=I!ie_
(病様・救急外来内視鏡室)

-1:;転石E日:信長吾事'など

※ワークフローや各DBの統計分析機能あ。

デ
ー
タ
連
携

J 
HIS 放射線検査機器

竃mJD
診察予約/検査予約

図5 地域医療連携システム「カルナコネクト」と文書管理システム「ヤギ-J
の絶妙な融合

病院内部の返書(診療情報書・読影レポー卜等)づくりと返書管理に、 2つ
のシステムの融合は絶大な効果と効率化をもたらしている。画期的な紹介率
と逆紹介率への貢献度は高い

%
、
カ
ル
ナ
コ
ネ
ク
ト
が
M
%
と
い
う
構
成
に
な

っ

て
い
る
。
利
用
者
の
半
分
以
上
が
、
他
の
診
療
所
か

ら
の
「
紹
介
」
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

安
価
な
コ
ス
ト
と
高
い
収
益
性
・
採
算
性

カ
ル
ナ
コ
ネ
ク
ト
を
介
し
た
診
療
・
検
査
予
約
の

レ
セ
プ
ト
デ
l
タ
(
同
年
度
)
を
分
析
す
る
と
、
年

間
の
診
療
収
入
は
外
来
が

2
億
円
、
入
院
が

3
億
円

に
達
す
る
と
い
う
。
導
入
前
と
の
比
較
で
言
え
ば
、

約
1
・
5
億
円
の
増
収
と
見
込
ん
で
い
る
。

導
入
コ
ス
ト
が
安
価
な
点
も
診
療
所
の
参
加
を
後

押
し
す
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
口
診
療
所
側
は
イ
ン

服薬管理・残薬チェック

団髄思
〈@RN八

Connecl 

訪問介護

訪問看護

仁@RN八 4 ・

Conneclλ/かかりつけ薬局

午品
かかりつけ医、

<地域包括ケアシステム>

在宅患者

図6 カルナコネクトによる理想的な在宅服薬連携支援
残薬管理も大切だが、「毎日きちんと薬を飲んでいただけるj工夫が大切。
そのためには多職種がこまめに情報交換できる公的なツールが必要である

タ
1
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
基
本
的
に
使
い
放
題
で

無
料
で
あ
り
、
病
院
側
の
初
期
費
用
は

3
0
0
万
円

程
度
で
収
ま
る
。
運
用
に
関
す
る
費
用
は
、
基
幹
病

院
が
賄
っ
て
い
る
。
こ
の
安
価
な
コ
ス
ト
と
高
い
収

益
性
・
採
算
性
の
た
め
、
全
国
で
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
紹
介
件
数
が

5
万
件
を
超
え
、
-
診
療
所

か
ら
の
紹
介
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ル

ナ
コ
ネ
ク
ト
の
機
能
強
化
を
図
り
、
い
つ
ど
こ
の
診

療
所
や
薬
局
を
利
用
し
た
か
が
一
目
で
分
か
る
、
「
時

系
列
ビ
ュ

l
」
機
能
を
導
入
し
た
。
地
域
の

E
H
R

を
目
指
し
、

s
sー
M
I
X
E
に
よ
る
デ
l
タ
連
携
等

の
機
能
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
つ
つ
、
多
職

種
が
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
い
る
。
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文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
「
〈
印
プ
∞
0
0
(
ヤ
ギ
|
)
」
の

併
用
に
よ
る
返
書
の
作
成
と
管
理
の
便
利
さ

今、評判のIT連携システムの実力を知る

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ペ
任
問
。
σ
(
富
士
フ
ィ
ル

ム
社
)
」
を
導
入
す
る
と
、
電
子
カ
ル
テ
の
苦
手
な

複
数
文
書
間
の
デ
ー
タ
検
索
や
引
用
・
抜
粋
(
デ
ー

タ
の
串
刺
し
)
が
可
能
と
な
る
。
カ
ル
ナ
コ
ネ
ク
ト

と
ヤ
ギ
l
は、

P
A
C
S
と
も
連
動
し
、
各
種
診
療

情
報
と
画
像
診
断
情
報
の
共
有
化
を
実
現
し
て
い
る

(図
5
)
。
診
療
情
報
提
供
書
、
退
院
サ
マ
リ
ー
、
診

断
書
や
各
種
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
文
書
を
容
易
に
作
成

で
き
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
文
書
を
検
索
、
引
用
、
抜
粋
で

き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
た
め
、

地
域
連
携
室
は
担
当
医
が
診
療
所
に
返
書
を
送
付
し

た
か
ど
う
か
を
容
易
に
管
理
で
き
る
。
返
書
を
記
載

し
て
い
な
い
担
当
医
に
は
速
や
か
に
返
書
を
記
載
す

る
よ
う
に
催
促
通
知
し

(
4
週
目
イ
エ
ロ
ー
ヵ

l
ド、

8
週
日
レ
ッ
ド
カ

l
ド)、

1
5
0
%
超
と
い
う
高

い
逆
紹
介
率
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

〈特集 〉

シ
ス
テ
ム
活
用
の
基
盤
と
な
る
人
間
関
係

づ
く
り
も
大
切

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
活
用
の
背
景
に
は
、
「
地
域

連
携
は
当
院
の
生
命
線
」
「
診
療
所
の
先
生
方
は
第

一
の
顧
客
」
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
「
か
か
り
つ

け
医
の
先
生
か
ら
の
緊
急
入
院
を

2
度
続
け
て
断
っ

た
ら
、
も
う
患
者
さ
ん
を
永
遠
に
送
っ
て
き
て
く
れ

な
い
」
と
早
朝
の
医
局
会
で
は
毎
回
院
長
が
話
を
し

て
い
た
。

あ
く
ま
で
「
顔
が
見
え
る
連
携
」
を
超
え
て
「
お

互
い
に
少
し
無
理
の
利
く
連
携
」
を
確
立
す
る
こ
と

が
主
眼
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
運
用
で
も

あ
る
。
こ
の
考
え
方
か
ら
、
稼
働
す
る
今
で
も
診
断

画
像
は
要
望
が
あ
れ
ば
郵
送
で
な
く
戸
別
で

C

D
・

フ
ィ
ル
ム
を
配
達
し
、
紹
介
患
者
が
入
院
し
た
場
合

は
そ
の
翌
日
に
電
話
で
知
ら
せ
、
紹
介
の
お
礼
を
す

る
。
日
頃
の
業
務
以
外
に
も
医
師
会
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
年
2
回
の
診
療
所
へ
の
「
あ
い
さ
つ
回

り
」
も
欠
か
さ
な
い
。
支
部
会
、
理
事
会
や
医
師
会

旅
行
な
ど
医
師
会
活
動
も
活
発
に
参
加
し
、
診
療
所

の
先
生
方
と
の
懇
親
を
深
め
て
い
る
。

院
肉
体
制
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
5
割
以
上
を
「
外
部
予
約
」
が
占
め
る
こ
と
も

あ
り
、
検
査
機
器
の
「
予
約
枠
」
を
常
に
確
保
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
元
放
射
線
科
技
師
長
の
連
携
室

長
代
理
が
、
毎
朝
1
週
間
分
の
予
約
枠
を
無
理
矢
理

空
け
、
院
内
外
の
調
整
に
奔
走
し
て
い
る
。
現
在
は

診
断
医
も
用
意
し
て
、
診
察
と
と
も
に
造
影
付
き
の

C
T
と
M
R
I
を
土
日
も
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

カ
ル
ナ
コ
ネ
ク
ト
が
活
躍
す
る
と
放
射
線
科
は
忙

し
く
な
る
の
で
、
人
員
の
配
備
と
設
備
の
充
実
に
は

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
や
訪
問
看

護
師
と
の
意
見
交
換
会
も
1
0
0
人
前
後
の
参
加
者

で
、
そ
れ
ぞ
れ
年
2
回
行
っ
て
い
る
。
1
人
の
ケ
ア

マ
ネ
は
、
お
人
前
後
の
予
備
患
者
を
担
当
し
て
い
る

こ
と
に
も
な
る
の
で
、
在
宅
連
携
も
大
切
で
あ
る
。

福
祉
・
介
護
連
携
に
拡
大
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
便
利
さ
と
効
率
性
で
サ
ポ
ー
ト

日
年
よ
り
和
光
市
と
協
定
を
交
わ
し
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
介
護
・
福
祉
施
設
と
の
連
携
や
自

治
体
と
の
情
報
交
換
ツ

l
ル
と
し
て
、
カ
ル
ナ
コ
ネ

ク
ト
を
導
入
し
た
。
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

主
治
医
意
見
書
関
連
業
務
の
効
率
化
や
、
多
職
種
で

相
談
し
、
必
要
不
可
欠
か
つ
優
先
度
を
勘
案
し
た
様

式
の
統
一
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
か
か
り
つ
け
薬
局

と
の
情
報
連
携
を
見
据
え
、
「
い
つ
・
ど
の
施
設
に
・

ど
の
よ
う
な
内
容
で
」
を
時
系
列
に
ま
と
め
て
表
示

さ
せ
て
い
る
。

薬
局
連
携
に
お
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の

患
者
情
報
(
病
名
、
検
査
デ
l
タ
)
を
入
手
す
る
こ

と
に
よ
り
、
現
在
よ
り
正
確
で
適
切
な
服
薬
指
導
が

可
能
と
な
る
(
図

6
)
。
必
要
な
情
報
を
必
要
な
時

に
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
い
、
在
宅
介
護

と
在
宅
医
療
の
連
携
お
よ
び
施
設
や
病
院
に
お
け
る

入
退
院
時
の
連
携
を
、

I
C
T
の
活
用
と
そ
れ
を
利

用
し
た
地
域
ケ
ア
会
議
に
お
い
て
高
次
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
在
宅
介
護
の
限
界
点
の
向
上
を
目
指
す
。

在
宅
療
養
の

1
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
の
情
報

を
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
に
係
る
全
て
の
人
々
が
共

有
す
る
こ
と
で
、
医
療
お
よ
び
介
護
の
統
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
が
効
率
的
で
効
果
的
に
な
る
。
こ
う
し
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
質
向
上
に
つ
な
が
り
、

最
終
段
階
と
し
て
は
Y

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
、
健
康
と

安
心
を
介
し
人
々
を
幸
せ
に
す
る
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

※

※

 

関
塚
永
一
(
せ
き
づ
か
・
え
い
い
ち
)
・
日
年
栃
木
県

生
ま
れ
。
初
年
慶
大
医
卒
。

ω年
国
立
病
院
機
構
埼
玉

病
院
副
院
長
、
凶
年
同
院
院
長
就
任
、
口
年
同
院
名
誉

院
長
、
和
光
福
祉
会
理
事
長
就
任
。
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